
ネパール語

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2011-03-11

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 南, 真木人

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/00009278URL



0辞 書編纂の歴史
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デーヴァナーガ リー文字

約2,500万 人

ネパール語の研究 とネパール語辞書 の編纂 は,英 国イン ド軍に雇用

①され た グ ル カ 兵 な ど,北 イ ン ドに移 出 した ネ パ ー ル 人 を 対 象 に,イ

ギ リス 人 に よ っ て 始 め ら れ た 。1820年 に は,エ イ トンJ,A.Aytonが は

じ め て の 文 法 書AGrammaroftheNepaleseLanguageを 出版 した が,こ

の 頃 か ら英 国 イ ン ド軍 の イ ギ リ ス 人 士 官 に よ り語 彙 集 も作 成 され だ し た 。

1887年,タ ー ン ブ ルA.Turnbullは,聖 書 の 翻 訳 の た め 語 彙 集 つ き の 文 法

書 を 発 表 した 。 これ が 後 に,ネ パ ー ル 語 初 の 本 格 的 な 辞 書 の 出 版 に結 実 す

る こ と に な る。

そ の 辞 書 とは,ダ ン カ ン と プ ラ ダ ー ンH.C.Duncan&G.PPradhan編

の 『キ ル ゴ ー ル 牧 師 の 英 語 ・ネ パ ー ル 語 辞 典 』(RevR.Kilgour'sDictio-

naryEnglish-Nepali,1922,再 版1986,ニ ュ ー デ リー,AsianEducational

Services,A5変 型 判,391ペ ー ジ,語 彙 数 不 明)で あ る。 ダ ン カ ンの 序 に

よ る と,1905年 に死 去 した タ ー ン ブ ル の 辞 書 編 纂 作 業 は,キ ル ゴー ル に

引 き継 が れ た 。 さ ら に,キ ル ゴ ー ル が1909年 に ダ ー ジ リ ン か らイ ギ リ ス

に 帰 国 し,旧 約 聖 書 の ネ パ ー ル 語 訳 も完 了 す る と(1914年),そ の 後 の 作

業 は 編 者 に任 さ れ た 。 こ う して,何 人 もの 情 熱 が そ そ が れ,つ い に世 に 送

り出 さ れ た の が こ の辞 書 で あ っ た 。

同 じ 頃,ロ ン ド ン 大 学 の サ ン ス ク リ ッ ト語 の 教 授 で あ っ た タ ー ナ ー

RalphLilleyTurnerも,グ ル カ 兵 か ら採 録 した 材 料 を も と に辞 書 の 編 纂 に

と りか か っ て い た 。 タ ー ナ ー に よれ ば,ダ ン カ ン とキ ル ゴー ル は彼 らが 集

め た デ ー タ を 自 由 に 使 っ て よ い と提 供 して くれ,こ こ に も う1つ の 記 念 碑
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①辞書編纂の歴史

的 な 辞 書 が 誕 生 す る こ と に な る。1931年 に タ ー ナ ー が 出 版 し た 『ネ パ ー

ル 語 比 較 語 源 辞 典 』(AComparativeandEtymologicalDictionaryofthe

NepaliLanguage,詳 細 は②(1))で あ る。

他 方 で,会 話 例 文 と語 彙 集 つ き の 文 法 書 の な か に は,茶 栽 培 郡 労 働 者 協

会(TeaDistrictsLabourAssociation)編 のLanguageHand-Book:Nepali

(カ ル カ ッ タ,出 版 社 不 明,1927,B5変 型 判,86ペ ー ジ)の よ う に,茶

園 の 移 民 労 働 者 を管 理 す る 目 的 で 作 ら れ た も の も あ っ た 。 そ こ に は,「 な

ぜ 茶 葉 を 入 れ る か ご に レ ン ガ の か け らが 入 っ て い るの か?」,「 重 さ を ご ま

か す 心 算 か?」,「 も し帰 省 して 労 働 者 を 連 れ て き た ら,一 人 に つ き10ル

ピ ー を与 え よ う」 とい っ た 例 文 が あ り,当 時 ネ パ ー ル か ら の移 民 が どの よ

うな 暮 ら しを して い た か が 推 測 さ れ る。 ま た,グ ル カ 連 隊 の 中 佐 で あ っ た

ロ ジ ャ ー ズG.G.Rogersが 書 い た 『口語 ネ パ ー ル 語 』(ColloquialNepali,

1950,再 版1991,ニ ュ ー デ リー,AsianEducationalServices,A5変 型

判,124ペ ー ジ)の 例 文 も興 味 深 い 。 内 容 は お の ず と指 揮 を 伝 え る命 令 文

が 多 い が,「 あ のJapを 捕 ま え て,こ こ に連 行 し ろ 」 とか,「 自 分 の マ シ ン

ガ ン を うっ て 日本 軍 を壊 滅 させ た 」 とい っ た,第2次 世 界 大 戦 時 な らで は

の 文 例 が 散 見 され る の で あ る。

ネ パ ー ル 国 内 に 目 を移 す と,「1901年 に,カ トマ ン ズ で 新 聞 ゴ ル カ パ ト

ラ(Gorkhdpatra)が 発 行 され 」(石 井,1992:32)る な ど,20世 紀 初 頭

に な っ て ネ パ ー ル 語 の 文 法 と正 書 法 の 標 準 化 が 待 望 さ れ は じ め た 。 そ う

した な か,ネ パ ー ル 人 に よ る は じ め て の 文 法 書 『ゴ ル カ 語 文 法 「月 光 」』

(柚TO「.J1「TGurkhaBhdsdVydkaran"Candrikd")

が,1912-1915年 に パ ー ン デ 訥 可 叩 怠Hemar司aPap¢eに よ り書 か

れ,1913年 に は 「ゴ ル カ 語 出版 委 員 会(GorkhaBhasaPrakasiniSamiti)」

が 設 立 さ れ た(Hutt,1988:44,63)。 な お,ゴ ル カ とは 中 部 ネ パ ー ル の 地

名 で あ り,そ こか ら 出 た ゴル カ 王 朝 が ネ パ ー ル を統 一 した た め,ネ パ ー ル

語 は ゴ ル カ 語 と も よ ば れ て き た 。 さ ら に い え ぼ,グ ル カ 兵(Gurkha)は こ

の ゴ ル カ が 誰 っ た 言 葉 で あ る 。 後 に 「ネ パ ー ル 語 出版 委 員 会 」 と改 名 した
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①辞書編纂の歴史

この機関は,ネ パール語の標準化 と他言語の文学作品をネパール語 に翻訳

する事業 を振興す るとともに,1936年 にネパール人研究者によるはじめ

ての英語 ・ネパール語辞書 を出版 した(Hutt,1988:66)。 他方で,こ の委

員会 は出版物を検 閲す る役割 も担っていた。

日本 でい う国語辞典,す なわち 「ネパ ール語 ・ネパール語 」辞書 の出

版は,1962年 まで待たねばな らなか った。シャルマ 叩 「雨 「..

Candra舘rma編 の 『ネパール語辞典』(補 「0一 枷 「iNepalaSabda-

kos,1962,カ トマンズ,RoyalNepalAcademy,再 版2000,カ トマンズ,

SristiPrakasanCavahil,B5拡 大判,1,146ペ ージ,語 彙約6万)が そ

れであ る。 この辞書はネパール初の国語辞典 として画期的であったが,1

つの単語 に複 数のつづ りを認めたため,体 系的 な正書法 を構築す るには

至 らなかった。その後,1983年 にポカ レル 覇 可[楡TBalkτspa

Pokharel他 が 『ネパール語大辞典』(0「 『困 耶 和 「NepaliBrhat

Sabdakos,詳 細は②(3))を 編纂 したが,こ の辞書 に至 って,そ の他 の文

法書や規則集の貢献 もあ り,ネ パール語のある程度の標準化が進んだ。

1950年 以降,ネ パールではネパール語 を用いた近代 的な学校教育が始

まった。だが,ネ パール語では今 日もなお,出 版物や人によって異な るつ

づ りが用い られているのを ときどき目にする。私たちは,つ づ りの一貫性

な ど当然の ことと思いがちだが,そ れは辞書や文法書の作成 と言語政策や

教育によって,は じめて形成 されるものであった。ネパール語の辞書編纂

の歴史は,こ うした言語の もつ政治性 を改めて気づかせて くれ る。

〔さ ら に 詳 し く 知 る た め に 〕

M.J.Hutt,Nepali:ANationalLanguageanditsLiterature{Kath-

mandu,RatnaPustakBhandar,1988)

石 井7「 ネ パ ー ル 語 」 亀 井 孝 ・河 野 六 郎 ・千 野 栄 一 編 『言 語 学 大 辞 典 第

3巻(世 界 言 語 編 下 一1)』(三 省 堂,1992)
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②語史上にかがやく古典的辞書(お よび古典的文法書)

(1)ネ パ ール語史上 にかがや く古典 的辞書の筆頭 は,タ ーナーが

②16年 の歳月をかけて編纂 した 『ネパ ール語比較語源辞典』(ロ ン ド

ン,Routledge&KeaganPaul,1931,再 版1980,ニ ューデ リー,Allied

Publishers,A4変 型判,932ペ ージ,語 彙約2万6,000)で あろう。 この

辞書 は,ネ パール語史の初期 における先駆的労作であ り,再 版後 もネパー

ル語 を学習する外国人に活用 されて きた。デーヴァナーガ リー文字で表記

された見 出し語には,ロ ーマ字転写が併記 され,用 例 も多少収録 されてい

る。だが,こ の辞書の大 きな特徴 は,語 源 と他 の言語 との比較対照が詳細

に記述 されている点にある。巻末の約270ペ ージ分は,他 の諸言語か ら借

用 しネパール語化 した,す べての収録単語(4万8,000語)の 索引にあて

られている。 ヒンディー語の一方言 とみなされてきたネパール語 を,固 有

の言語 として認知させた功1qも 大 きいn

(2)ロ ン グセ ラ ー で,ベ ス トセ ラ ー で も あ る古 典 的 辞 書 に,ミ ー レ ン ドン

クM.Meerendonk編 の 『基 本 グ ル カ 語 辞 書 』(BasicGurkhaliDictionary,

シ ンガ ポ ー ル,出 版 社 不 明,1959,再 版1986,Folkestone,BaileyBros.

&SwinfenLtd.,A7判,257ペ ー ジ,語 彙 数 不 明)が あ る。 半 分 が 英 語 ・

ネ パ ー ル 語(こ の 辞 書 で は,グ ル カ 語 と よ ん で い る),も う半 分 が ネ パ ー

ル 語 ・英 語 か らな る超 小 型 の 辞 書 で,グ ル カ兵 や グ ル カ 連 隊 の イ ギ リス 人

士 官 は つ ね に ポ ケ ッ トに 携 行 して い た そ うだ 。 す べ てmマ 字 表 記 で あ る

うえ,ネ パ ー ル 語 ・英 語 パ ー トの 見 出 し語 は ア ル フ ァベ ッ ト順 に配 列 され

て お り,外 国 人 に は使 い や す い 。

(3)古 典的辞書 とい うには新 しく,現 代 のす ぐれた一般辞書 として とりあ

げるべ きか もしれないが,あ えて ここで とりあげてお きたい辞書が ある。

それは,現 在手 に入 るネパール語 ・ネパール語辞書のなかでわた しが最 も

す ぐれていると思 う,ポ カ レル他編の 『ネパ ール語大辞典』(カ トマ ンズ,

NepalRajkiyaPragya-Pratisthan,1983,B5拡 大判,1,431ペ ージ,語 彙
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②語史上にかがやく古典的辞書(お よび古典的文法書)

数不明)で ある。 この辞書 は,シ ャルマの 『ネパール語辞典』(0)に くら

べて語義説明が より詳細で,し か もその記述 内容に味がある。ただ し,残

念なが らこの辞書 にも用例 は収録 されていない。

それでは,ど の ような内容なのか。た とえば,janajati(ジ ャナジャー

ティ)の 項目では,ま ず,こ の単語が名詞で,サ ンスクリット語起源であ

ることが記され,1.ジ ャングル を刈 り払って耕 し暮 らす,ナ ーガー,コ

チェ,ク スンダーのように,文 明,教 育な どが遅れてお り,ま た,近 隣住

民か らの影響 も受けて こなかった後進カース ト,2.何 らかの地域ないし共

同体 の人間集団,と 説明される。

ジ ャナジャーティ とい う言葉は,現 代のネパール情勢を語るうえでキー

ワー ドの1つ であ る。 というの も,こ れ は1990年 の民主化運動(jana

andolan:人 民運動)後,先 住 の民族集団ない し少数民族 を包括的にさす

言葉 として,民 族運動家 のあいだで用 いられ一般化 してきたか らだ。1997

年には,地 方開発省のなかに 「国家ジャナジ ャーティ開発委員会」 とい う

部局が設け られ るなど,そ の新 たな意味づけは定着 しつっある。た とえ

ば,後 述す る 『現代 ネパール語実用辞典』(⑥(1))で は,ジ ャナジャーティ

はethnicgroupと 訳 され る。だが,注 意すべきは,ジ ャナジャーティの運

動家 はこれをnationalities(国 民)と 公式に翻訳 していることだ。彼 らは,

国民 として多数派 と同等の権利 を要求 しているのである。

もう1つ,た とえぼjanatantra(ジ ャナタン トラ)の 項 目。その語義は,

「人民(国 民)が 自らの幸福のために,自 らの努力 と希望 にかなうよ う設

立 した政体。 プラジャータン トラ,ロ クタン トラ」 と説明 される。ふっ う

はいずれ も民主主義 と翻訳 され る,ジ ャナ(人 民)タ ン トラ,ロ ク(民 衆)

タン トラ,ブ ラジャー(臣 民)タ ン トラは,()内 の訳語が示す ように微

妙 にニュアンスが異なるが,こ の辞書ではそこまで踏み込んでいない。だ

が,ジ ャナタン トラの格調高い説明は,こ の辞書の良心をあ らわ している

ようにわた しには思 える。
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③現代のすぐれた一般辞書

④現代のすぐれた特殊辞書

現代 のす ぐれた一般辞書 として 自信 をもって紹介 できるの は,や

③ は りポカレル他編の 『ネパール語大辞典』(②(3))と い うことにな

ろう。

もう1つ は,シ ュミットRuthLailaSchmidt他 編の 『現代ネパール語実

用辞典』(可 阿可 ㎞0「 一揃..「APracticalDictionary

ofModernNepali)で あ る(詳 細 は ⑥(1))。 ど ち ら も,カ トマ ン ズ で 容 易

に入 手 で き る。

と こ ろ で,最 近 『ネ パ ー ル 語 辞 典 』の編 者 シ ャ ル マBalCandraSarmaと

は別 人 の シ ャ ル マ 可甲 嫡 卜Basantakumar魚rmmaが,『 ネ パ ー

ル 語 言 海 』(0-!>8pδ1τ`α わ4α5δ80r,カ トマ ン ズ,Bhabha

PustakBhandar,2000,第4版2005,AB判,1,403ペ ー ジ,語 彙12万

7,000)と い う辞 書 を 出 版 した 。 語 義 説 明 は 短 く平 凡 で,用 例 は 収 録 され

て お らず,単 に収 録 語 彙 の 数 に こだ わ っ た 辞 書 と思 わ れ る。 入 手 しや す い

が,見 るべ き と こ ろ は な い 。

特 筆 す べ き 「こ とわ ざ 辞 典 」に,シ ャル マJ｠・｠・｠

④ PrasadiSarma編 の 『ネ パ ー ル 語 ・英 語 こ と わ ざ 辞 典 』(0「 一

禰 〒 認 口可 命 「ノ>epali-EnglishProverbialDictionary,カ トマ ンズ,

2000,B5変 型判,518ペ ージ,こ とわざ約1万1,000)が あ る。出版社

が明記 されていないので私家版 と思われ るが,大 きな書店で手 に入 る。 こ

の辞典では,ネ パール語の ことわざがデーヴァナーガ リー文字で,そ の配

列順 に表記 され,英 語訳 と類似 する意味の英語 のことわざが対照 して示 さ

れ る。膨大な収録数 に圧倒され るが,た だ,ど のことわざがネパール人な

ら誰 もが知ってい る一般的なものなのか判断できないうらみがある。 こと

わざに用 いられ る対象別,あ るいは教訓別 に整理 したほ うが,ネ パールの

ことわざの特徴が読み とれた と思われ,使 えそ うで使えない辞典 とい う感

がぬ ぐえない。
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⑤現代のすぐれた百科事典

⑥現代のすぐれた学習辞書

ネパ ールで はまだ独 自の百科事典が編纂 されてお らず,諸 外国の

⑤ 百科事典 を11訳 した もの もない。人類学者で,現 在 は公職委員会

(PublicServiceCommission)の 委員 であ るガネ ッシュ ・マ ン ・グル ン

i月 下「嘔GaneshManGurung博 士によると,か つてある研究者

が日本 の国際交流基金の助成金 を得 て,ネ パール初の百科事典を編纂す る

ことにな り,大 勢の執筆者 を招 いた発足式 も開かれた とい う。だが,百 科

事典はついに日の目を見 ることはなかった。

(1)ネ パール語の学習者 に最 も使 いやすい と思われ る辞書は,シ ュ

⑥ミッ ト他編 の 『現代ネパール語実用辞典』(デ リー,RatnaSagar,

1993,第4版1998,A5変 型判,1,004ペ ージ)で ある。 これは,は じ

めての本格的なネパール語 ・英語の学習辞書であ り,日 常 よく用 いられ る

語彙約7,000語 に しぼって収録 されている。巻末には,英 語 ・ネパール語

の索 引 として約8,000語 のキーワー ドをあげて いる。索引 とはいえ,そ

の説明は詳 しく,並 みの辞書に匹敵する内容である。 この辞書のよい とこ

ろは,用 例 と熟語の解説 が とても充実 していることだ。主な見出 し語 には

対義語 も載せ てあ り,と くによ く使 う動詞 の慣用 句は下位項 目を立 てて

詳 し く用例が示 され る。っづ りは,ポ カ レル他編 の 『ネパール語大辞典』

(②(3))を 踏襲 している。

見出 し語 はデー ヴァナーガ リー文字 で表記 され るが,用 例 な どはすべ

てローマ字表記で,こ れも初級者 には とりっきやすい。ただ し,デ ーヴァ

ナーガ リー文字のローマ字転写方式は,一 部の文字 を発音補助記号をつ け

るかわ りに大文字であらわす 〔to,tha,da,dha,naをT,Th,D(R),Dh(D,

R),Nに 転写〕独特の もので,読 むのに多少慣れを要する。 もっ とも,m

マ字転写 と発音が大 き く異 なる ときには,発 音 を示すつづ りも併 記 され

る。た とえば,辞 書 を意味す るsabdakosaは,発 音 としてsabdakosが 併

記され,Sの 音がsで もよく,語 末のaは 発音 しないことが示 されている。
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(2)日 本人のネパール語学習者にとって便利 な本格的辞書 には,三 枝礼子

編著 の2つ の辞書があ る。1つ は,『 ネパ ール語辞典』(大 学書林,1997,

菊判,1,010ペ ージ,語 彙約2万6,500)で あ り,も う1つ は 『日本語ネ

パール語辞典』(大 学書林,2006,菊 判,612ペ ージ,語 彙約1万3 ,500)

である。 これ らの辞書 は主 に,ポ カレル他編 の 『ネパ ール語大辞典』を参

考 に語彙 が選 ばれてお り,収 録語彙の豊富 さが利点であ る。用例や慣用

表現 は 『現代ネパール語実用辞典』には及ばない ものの,適 宜あげられて

いる。

ネパール語 ・英語の辞書では,タ ーナーの 『ネパール語比較語源辞

⑦典』(②(1))が 今 もってその価値 を失 っていない。また,シ ュミッ

ト他編の 『現代ネパール語実用辞典』(⑥(1))も,す ぐれた他言語対訳辞

書(ネ パール語 ・英語)と して特筆で きる。

他方,英 語 ・ネパ ール語辞書のほ うは,今 世紀初頭か らイギ リス人の

手で数点が編纂 され,そ の後 もネパール人 の英語学習のために数多 くが

出版 されてきた。なかで も熟語 を比較的多 くとり上げている点で実用的

なのは,デ ィクシッ ト榊 「0鍮TNarendramaniAcarya

Diksitに よる 『英語 ・ネパール語サージャ小瀬 ・(痢 補 照 π

伽 締r肋8吻 ガ〈吻 硫5の 肱8α 厭5吻 α`必4α ん魔,カ トマンズ,

SajhaPrakasan,1976,再 版1987,B5拡 大判,920ペ ージ,語 彙数不明)

である。書名のなかのサージャは政府の出版公社名 に由来 し,こ の公社 は

1972年,自 社 内に文法委員会 を設立 して文法の標準化 に着手 してきた。

よ りいっそうネパール人 の英語学習向けに特化 した辞書には,ア ディカ

リ伽 耳 繍SitaRamAdhikariの 『現代主要辞典一英語 ・英

語 ・ネパール語』(ModernEssentialDictionary:English-English-Nepali,

カ トマンズ,MallaPress,1999,A5変 型判,1,114ペ ージ,語 彙約3万)

が ある。 この辞書 では,英 語 の見出 し語 の意味が英語で説 明され,デ ー
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ヴァナーガ リー文字 によるネパール語訳が単語で記される。さらに,英 語

の見出 し語 を用いた英文用例が複数あげられている。

ネパールの都市部では現在,英 語がネパール語 と入 り混 じって使用 され

る状況にある。そ うした時代背景 とニーズを反映 した英語 との対訳辞書は

少な くない。 プラダーン 研 丁四FrBabulal1Pradhanに よる 『ラ ト

ナのネパール語 ・英語 ・ネパール語辞典』(Ratna'sNepaliEnglishNepali

Dictionary,ヴ ァラナシ,TrimurtiPrakashan,2005,A5変 型判,982ペ ー

ジ,語 彙数不明)も その1っ で あ り,こ ちらは英語 とネパ ール語の両方

で,ほ ぼ等分 に語義説明がなされてい る。ネパールの老舗書店に して出

版社 であるラ トナ ・プスタック ・バ ンダールの名を冠 した辞書だが,読 者

として想定 されているのは,お そら く,寄 宿制ではないが 「○OEnglish

BoardingSchool」 と命名 された,多 くの私立学校 に通 う児童たちであろ

う。なぜ な ら,そ うした児童の保護者 は教育にお金 を惜 しまないか らで

ある。

なお,他 言語対訳辞書 には,英 語や日本語のほかにも,ロ シア語,サ ン

スクリッ ト語,ヒ ンディー語 との ものが出版 されている。

日本語による文法書 の基本文献に,石 井薄 『基礎ネパール語』(大 学

⑧書林,1986,四 六判,266ペ ージ)が ある。 これは1980年 に,東

京外国語大学アジア ・アフリカ言語文化研究所で開催された夏期語学研修

の教材を もとに書かれた労作である。デーヴァナーガ リー文字で記された

文例 には,そ のローマ字転写が日本語訳の上にルビのようにそえられてお

り,そ こか らそれ ぞれの単語の意味 と語順が理解で きる。 デーヴァナーガ

リー文字の読み方に不慣れな初心者には,と て もあ りがたい配慮である。

こうした工夫 は,後 述 するいずれの英語の文法書 にも見 られないもので,

本書の大 きな利点 と特徴 である。

この他 にも,三 枝礼子 とビニタ ・パン トの 『ネパール語で話 しましょう』

(大学書林,1989,B6判,217ペ ージ)や,山 形洋一 『おもしろ く学ぶネ
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パ ー ル 語 』(国 際 語 学 社,2003,A5判,109ペ ー ジ)な ど,会 話 に重 き を

お い た 入 門 書 が あ る。 また,最 近 出版 され た 野 津 治 仁 『CDエ ク ス プ レ ス

ネ パ ー ル 語 』(白 水 社,2006,A5判,162ペ ー ジ)は,会 話 と文 法 解 説 が

バ ラ ン ス よ く配 置 さ れ て お り,実 用 性 が 高 い 。

英 語 に よ る ネ パ ー ル 語 の 文 法 書 は,先 に の べ た 古 典 的 著 作 を の ぞ く と,

マ シ ュ ー ズDavidMatthews『 ネ パ ー ル 語 コ ー ス 』(ACourseinNepali,ロ

ン ド ン,SchoolofOriental&AfricanStudies,1984,再 版1990,カ ト

マ ン ズ,Tiwari'sPilgrimBookHouse,A5変 型 判,344ペ ー ジ)が 代 表

的 で あ る 。 会 話 の 練 習 を し な が ら詳 し く文 法 を 説 明 して い くス タ イ ル は,

同 大 学 か ら以 前 に 出 版 さ れ た ク ラ ー クT.W.Clarkの 『ネ パ ー ル 語 入 門 』

(lntroductiontoNepali,ロ ン ド ン,SchoolofOriental&AfricanStudies,

1963,再 版1989,カ トマ ン ズ,RatnaPustakBhandar,A5変 型 判,421

ペ ー ジ)を 踏 襲 し て い る。

英 語 に よ る ネ パ ー ル 語 の 教 本 は他 に も多 い が,ど れ か1冊 を 選 ぶ とな

る と,ハ ッ ト と ス ベ デ ィMichaelJamesHutt&AbhiSubediのTeach

YourselfNepali(ロ ン ド ン,Hodder&Stoughton,1999)に な ろ う。 だ

が,英 語 を 使 うネ パ ー ル 人 講 師 の も とで 学 習 す る 場 合 を 除 け ば,日 本 人 学

習 者 に とっ て そ の メ リ ッ トは あ ま りな い 。 む し ろ,ネ パ ー ル 語 と 日本 語 の

語 順 が ほ ぼ 同 じで あ る こ とや,ネ パ ー ル 語 の 後 置 詞 が 日本 語 の 助 詞 的 な 使

わ れ 方 を す る こ とを 考 慮 す る と,日 本 語 で 書 か れ た 教 本 で 学 習 を は じ め る

ほ う が,習 得 が 早 い と思 わ れ る 。

南 真木 人(み なみ ・ま き と)
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